
甲賀市子ども議会
よりよいまちづくりに向け提案

p 4

甲賀の春満喫
お花見へいこう

p 7

Photo ● 扇屋伝承文化館に飾られたひな人形を見る親子（関連記事は16ページ元気なまちかど）

今号のどこかに拙者が
隠れているでござる！

せっしゃせっしゃ

同じ色の
たぬきを
探してね！

p 2-　
 3

広報

甲賀市がテレビドラマの舞台に特          集

無料アプリ「マチイロ」で
スマホから甲賀市の情報をチェック！
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今
秋
か
ら
放
送
が
始
ま
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ス

カ
ー
レ
ッ
ト
」
で
甲
賀
市
が
舞
台
と
な
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
。

　
連
続
テ
レ
ビ
小
説
で
滋
賀
県
が
舞
台
と
な
る
の
は
40
年
ぶ

り
で
、
甲
賀
市
と
し
て
は
初
め
て
で
す
。
１
０
１
作
目
に
あ

た
る
「
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
」
は
信
楽
焼
の
世
界
で
奮
闘
す
る
女

性
陶
芸
家
の
物
語
で
、
女
優
の
戸と

田だ

恵え

梨り

香か

さ
ん
が
ヒ
ロ
イ

ン
を
演
じ
ま
す
。

　
信
楽
焼
を
は
じ
め
、
忍
者
や
東
海
道
な
ど
、
本
市
の
魅

力
を
全
国
に
発
信
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
私
た
ち
の

ま
ち
が
舞
台
と
な
る
こ
と
を
誇
り
に
、
オ
ー
ル
甲
賀
で
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
撮
影
場
所
の
相
談
な
ど
と

い
っ
た
ロ
ケ
の
支
援
や
、
ド
ラ
マ
を
活

用
し
た
事
業
を
展
開
す
る
た
め
、
１
月

に
産
業
経
済
部
観
光
企
画
推
進
課
内
に

「
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室
」
を
新
設
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
内
の
関
係
団
体
で
構
成
す

る
「（
仮
称
）
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
を
応
援
す

る
連
絡
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
市
内

ロ
ケ
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
支
援
を

は
じ
め
、
観
光
客
の
受
け
入
れ
や
お
も

て
な
し
の
体
制
づ
く
り
、
効
果
的
な
情

報
発
信
な
ど
、
オ
ー
ル
甲
賀
で
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
連
続
テ
レ
ビ
小
説
の
舞
台

と
な
っ
た
ま
ち
で
は
、
放
送
に
あ
わ
せ

て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
お
り
、
本

市
も
同
様
に
、「
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
」
の
放

送
が
始
ま
る
秋
頃
か
ら
、
信
楽
を
中
心

に
観
光
客
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
会
に
、
新
た
な
名
物
が
開

発
さ
れ
る
な
ど
商
工
業
の
振
興
に
よ
る

全
市
的
な
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
と

と
も
に
、
撮
影
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で

ま
ち
全
体
の
一
体
感
が
高
ま
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
波
及
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

　
近
年
、
映
画
や
ド
ラ
マ
の
撮
影
地
を

観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
た
体
験
型
観

光
の
一
つ
で
あ
る
「
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
半
年
間
、
毎

日
放
送
さ
れ
る
連
続
テ
レ
ビ
小
説
は
イ

ン
パ
ク
ト
が
大
き
く
、
本
市
の
持
続
的

な
観
光
振
興
の
取
り
組
み
に
つ
な
が
る

新
た
な
手
段
と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ

ま
す
。

　
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
効
果
的
に
推
進

す
る
に
は
、
撮
影
の
受
け
入
れ
協
力
を

は
じ
め
、
観
光
客
の
行
楽
度
や
満
足
度

を
高
め
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
「
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
」
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
信
楽
を
入
り
口
に
、
忍
者
や
東

海
道
の
宿
場
な
ど
市
内
全
域
を
巡
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
つ
く
り
、

一
過
性
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、
放
送

終
了
後
も
継
続
し
て
訪
れ
て
も
ら
え

る
甲
賀
市
フ
ァ
ン
を
獲
得
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

オ
ー
ル
甲
賀
で
展
開
す
る

た
め
の
体
制
づ
く
り

ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

つ
な
げ
る
た
め
に

「
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
」と
は

色
名
の
一
つ
で
、や
や
黄
色
味
の
あ
る
赤
色

を
表
し
ま
す
。和
名
で
は
緋ひ

色い
ろ

に
相
当
し
、

伝
統
的
に
炎
の
色
と
さ
れ
ま
す
。

▲過去に映画ロケで使用したみなくち子どもの森の古民家
　（提供：滋賀ロケーションオフィス）

地
域
活
性
化
に
期
待

● 問い合わせ ●  観光企画推進課　ロケーション推進室
☎69-2198　Ｆax 63-4087

甲賀市が舞台となることを誇りに
　甲賀市が連続テレビ小説
の舞台に選ばれることは、
またとない機会であり、本
市の魅力を全国へ発信する
絶好のチャンスです。市民
の皆さん一人ひとりが、ま
ちに誇りと愛着を持ち、甲
賀市の魅力を発信する主役となります。
　オール甲賀で機運を高め、撮影が順調に進むよう見守りな
がら、９月 ３０日からの放送を楽しみにしましょう。

●ドラマに関連したイベント情報などについては、本紙や市
ホームページ等で順次お知らせします。

ＮＨＫ連続テレビ小説「スカーレット」についてはこちらをご
覧ください。
https://www.nhk.or.jp/osaka-blog/program/scarlet/
（ＮＨＫ大阪ブログ記事へリンク）

甲
賀
市
が

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の

舞
台
に
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油
日・上
野
共
有
生
産
森
林
組
合（
甲

賀
町
）
が
、
昨
年
11
月
に
東
京
都
で
開

催
さ
れ
た
「
第
42
回
全
国
育
樹
祭
」
で

「
平
成
30
年
度
ふ
れ
あ
い
の
森
林
づ
く

り
国
土
緑
化
推
進
機
構
理
事
長
賞
」
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
生
産
森
林
組
合
は
、
下
流
都
市
住

民
が
加
入
す
る
「
生
活
協
同
組
合
コ
ー

プ
し
が
」
と
協
定
を
結
び
、
広
葉
樹
の

植
栽
や
下
刈
り
、
人
工
林
の
間
伐
な
ど

の
森
林
整
備
を
協
働
で
実
施
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
が
都
市
住
民

の
森
づ
く
り
へ
の
参
画
や
緑
化
の
推
進

に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
か
ら
、
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
受
賞
は
、

甲
賀
市
を
主
会
場
と
し
て
2
年
後
に
開

催
さ
れ
る
全
国
植
樹
祭
の
成
功
に
向
け

て
大
き
な
励
み
と
な
り
、
今
後
の
持
続

的
な
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
全
国
育
樹
祭
と
は
】

　
全
国
育
樹
祭
は
、
継
続
し
て
森
を
守

り
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
を
普
及
啓
発

す
る
た
め
、
全
国
植
樹
祭
を
開
催
し
た

都
道
府
県
で
、
1
9
7
7
（
昭
和
52
）

年
か
ら
、
毎
年
秋
季
に
お
こ
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ふ
れ
あ
い
の
森も

林り

づ
く
り
表
彰

「
油
日
・
上
野
共
有
生
産
森
林
組
合
」

●
問
い
合
わ
せ
●

林
業
振
興
課　
林
業
振
興
係

☎
6
9ｰ

2
1
9
7

Ｆax
6
3ｰ

4
5
9
2

　

甲
賀
市
・
湖
南
市
の
中
学
生

が
所
属
す
る
野
球
チ
ー
ム
「
甲

賀
セ
ン
ト
ラ
ル
」
は
、
昨
年
10
月

に
開
か
れ
た
県
大
会
で
優
勝
し
、

３
月
に
静
岡
県
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
に
出
場
さ
れ
ま
す
。

　

全
国
大
会
を
前
に
2
月
12
日

に
は
、
全
国
大
会
出
場
壮
行
会

が
市
役
所
で
開
か
れ
、
選
手
、

監
督
、
山
下
教
育
長
な
ど
関
係

者
約
60
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
「
全
て
の
人
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
全
力
で
戦
い
ま

す
」
な
ど
、
選
手
一
人
ひ
と
り

が
意
気
込
み
を
述
べ
、
山
下
教

育
長
か
ら
は
「
監
督
、
コ
ー
チ

の
指
示
を
よ
く
聞
い
て
、
１
つ
に

な
っ
て
戦
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」

と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
１
回
戦
は
3
月
22

日
で
、
宮
崎
県
代
表
の
日
章
学

園
中
学
校
と
対
戦
し
ま
す
。

▲甲賀セントラルの皆さん

甲
賀
セ
ン
ト
ラ
ル
全
国
大
会
へ
出
場

▲油日・上野共有生産森林組合の辻組合長（右）と山下理事（左）

　かふか 21 子ども未来会議による「甲賀市子ども議会」が１月 26日、市役所内の議場で開かれました。
　子ども議会は、昨年６月に市長から任命を受けた小学５年生から中学３年生までの子ども議員が、市内の視
察や研修を通して学んだことを集約し、子どもの視点から市政に対して提案・提言を行うものです。
　この日は、３人が議長を務め、25 人の議員が「まちづくり」や「福祉」、「観光」などについて、さまざま
な提案を行い、市長、教育長をはじめ幹部職員らが答弁を行いました。
　甲賀市をもっと盛り上げるためには、災害に負け
ないまちにするには、といった身近な問題や、視察
で気づいたことなど、一生懸命考えられた提案を、
皆さん力強く堂々と発言していました。
　子ども議員の皆さんが今回の経験を生かし、今
後学校や地域で活躍されることが期待されます。

よりよいまちづくり
に向け提案

甲賀市子ども議会

●子ども議員からの提案・提言

・路上喫煙と影響	 	 	 	 　・人が集まり活気があるまち甲賀市
・学校にアスレチックの遊具を	 	 	 　・もしもの災害にそなえる
・こんな甲賀市になったらいいな	 	 	 　・障がい者ものびのび暮らせるまち
・安全な通学のため	 	 	 	 　・観光客であふれるまちに
・みんなで助け合うまち	 	 	 	 　・殺処分される動物をへらすために
・甲賀市をＰＲしよう！	 	 	 	 　・甲賀百人一首
・災害に負けないまちに	 	 	 	 　・高齢者が住みやすいまち
・個性ある住宅を造り、活気ある甲賀市にしよう	 　・危険のない安全な通学路
・甲賀の薬を小中学生に伝える	 	 	 　・図書館で勉強したい
・川をきれいに　～草刈り大作戦～	 	 　・甲賀市のバスについて
・地場産業の後継者作り		 	 	 　・甲賀市が舞台の物語を！
・子どもが楽しめるまち	 	 	 	 　・世代を超えた交流を増やす
・子どもが安心して遊べるまち

力
強
く
発
言
す
る
子
ど
も
議
員

◀︎

▲市内視察で話を聞く子ども議員

● 問い合わせ ● かふか21子ども未来会議実行委員会事務局（甲南青少年研修センター内）
☎ 86-8151　Ｆax 70-3366 4［No.329］2019.3.1［No.329］2019.3.15



　
本
事
業
の
内
部
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
養
成

講
座
に
参
加
い
た
だ
い
た
甲
賀
市
社
会

福
祉
協
議
会
、
㈱
Ｊ
Ａ
ゆ
う
ハ
ー
ト
、

㈱
種
新
と
、
市
内
で
も
特
に
先
進
的

な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
三
陽
建
設

㈱
を
加
え
た
４
事
業
所
に
よ
る
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
三
陽
建
設
か
ら
は
休
み
を
取
り
に
く

い
現
場
担
当
者
も
会
社
が
主
導
し
て
確

実
に
休
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
取
り
組

み
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
イ
ク
ボ
ス
宣
言
さ
れ
た
22
の

市
内
事
業
所
の
う
ち
19
の
代
表
者
に
ご

登
壇
い
た
だ
き
、
岩
永
市
長
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
福ふ

く

井い

正ま
さ

樹き

氏
の
立
会
の
も
と
、「
イ
ク
ボ

ス
宣
言
式
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
内
の
多
く
の
企
業
・
事
業
所
・
団

体
等
が
、
イ
ク
ボ
ス
宣
言
等
を
通
じ
て

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
市
内
の
イ
ク
ボ
ス
を
増
や

し
、
働
く
人
が
幸
福
を
実
感
で
き
る
社

会
の
実
現
と
市
内
の
事
業
所
の
発
展
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

イ
ク
ボ
ス
宣
言

企
業
・
事
業
所
・
団
体
（
順
不
同
）

◦
株
式
会
社
エ
ム
ケ
ー

◦
近
江
鉄
道
株
式
会
社　
土
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

◦
株
式
会
社
金
田
工
業

◦
倉
田
建
設
株
式
会
社

◦
甲
賀
広
域
勤
労
者
互
助
会

◦
甲
賀
公
共
職
業
安
定
所

◦
社
会
福
祉
法
人
湖
青
福
祉
会　
か
ふ
か
の
里

◦
株
式
会
社
Ｊ
Ａ
ゆ
う
ハ
ー
ト

◦
滋
賀
ハ
ー
ネ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

◦
積
水
化
学
工
業
株
式
会
社　
滋
賀
水
口
工
場

◦
積
水
水
口
化
工
株
式
会
社

◦
株
式
会
社
積
水
化
成
品
滋
賀

◦
セ
キ
ス
イ
ボ
ー
ド
株
式
会
社　
水
口
事
業
所

◦
株
式
会
社
種
新

◦
株
式
会
社
辻
正

◦
土
山
ハ
イ
ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

◦
バ
イ
エ
ル
薬
品
株
式
会
社　
滋
賀
工
場

◦
株
式
会
社
び
わ
こ
ホ
ー
ム

◦
社
会
福
祉
法
人
瑠
璃
光
会

◦
朝
宮
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

◦
株
式
会
社
つ
か
も
と

◦
藤
田
産
業
株
式
会
社

平成３０年度
甲賀市ワーク・

ライフ・バランス
推進事業報告会と
イクボス宣言式を

２月７日、碧水ホールで
開催しました。

甲賀市ワーク・ライフ・バランス推進事業報告会&イクボス宣言式

　

次
の
３
事
業
所
に
働
き
方
改
革
や

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
事
例
発
表
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

■ 

甲
賀
農
業
協
同
組
合

・
育
児
短
時
間
勤
務
制
度
の
利
用
対

象
者
を
３
歳
未
満
の
子
を
養
育
す

る
職
員
か
ら
小
学
校
就
学
の
始
期

に
達
す
る
子
を
養
育
す
る
職
員
へ

拡
充

■ 
甲
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
業
務
効
率
化
取
組
み
シ
ー
ト
の
導

入
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
、
合
理

化
の
推
進

■ 

甲
賀
協
同
ガ
ス
㈱

・
社
内
に「
働
き
方
改
革
推
進
チ
ー
ム
」

を
設
置

第
１
部　

事
例
発
表

イ
ク
ボ
ス
宣
言
式

第
２
部　

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

●
問
い
合
わ
せ
●

商
工
労
政
課　
女
性
活
躍
推
進
室

☎
6
９ｰ

２
1
8
9   

Ｆax
6
３ｰ

４
0
8
7

も
う
す
ぐ
桜
の
季
節
が
や
っ
て
来
ま
す
。
市
内
の
桜
名
所
へ
お
出
か
け
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

鮎河の千本桜
（うぐい川・土山町鮎河）

見頃／４月上旬～中旬
市コミュニティバス

あいくるバス「鮎河口」下車

水口城跡（水口町本丸）
見頃／４月上旬

近江鉄道「水口城南駅」下車
徒歩５分

野川（甲南町野川）
見頃／４月上旬～中旬
市コミュニティバス

ハローバス甲南「下野川」下車

市天然記念物

畑のしだれ桜（信楽町畑）
見頃／４月中旬

市コミュニティバス
信楽高原バス「畑」下車

油日駅（甲賀町油日）
見頃／４月上旬

JR「油日駅」下車

● 問い合わせ ●

観光企画推進課　観光企画推進係
☎６９-２１９0　Ｆax６３-４０８７

市
内
の
桜
名
所
は
他
に
も
あ
り
ま
す
。開
花
状
況
は
３
月
末
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。（
随
時
更
新
）

甲賀市観光協会では、桜のほか、
市内のスカーレット色にちなんだ
イベントや名所、食、体験を紹介
しています。詳細は、下記まで

● 問い合わせ ●  甲賀市観光協会
☎６０-２６９０　Ｆax６０-２３６２
http://www.koka-kanko.org/

甲賀の    小旅2019
～スカーレットの陣～

▲働き方改革などの取り組み事例発表

▲ 4事業所によるトークセッション
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信
頼
回
復
に
向
け
て

～
甲
賀
市
選
挙
事
務
不
適
正
処
理
再
発
防
止
委
員
会
の
答
申
に
つ
い
て
～

答
申
の
主
な
内
容

▽
不
適
正
処
理
の
概
要
に
つ
い
て

　
甲
賀
市
お
よ
び
甲
賀
市
選
挙
管
理
委

員
会
か
ら
調
査
を
委
託
さ
れ
た
３
人
の

弁
護
士
が
、
職
員
等
に
対
す
る
聞
き
取

り
を
行
っ
た
報
告
書
を
も
と
に
、
再
発

防
止
委
員
会
が
認
定
し
た
本
件
の
主
な

概
要

●
※４
選
挙
等
を
同
日
選
挙
と
し
て
執

行
す
る
の
は
合
併
後
初
め
て
の
事
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
執
行
に
あ
た
る
職

員
が
増
や
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
開

票
所
も
４
選
挙
等
の
同
日
執
行
を
行

う
に
は
従
来
使
用
し
て
い
た
甲
南
情

報
交
流
セ
ン
タ
ー
忍
び
の
里
プ
ラ
ラ

（
以
下
「
プ
ラ
ラ
」
と
い
い
ま
す
。）

は
、
狭
い
と
認
識
し
て
い
た
が
、
他

に
適
当
な
箇
所
が
な
く
、
そ
の
ま
ま

利
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

●
合
計
４
０
０
の
投
票
箱
を
開
票
所
と

さ
れ
た
プ
ラ
ラ
の
ホ
ー
ル
内
に
保
管

す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
ホ
ー
ル
外
の

通
路
や
楽
屋
に
置
い
て
い
た
。

●
開
票
作
業
中
、
総
括
指
揮
事
務
副

主
任
が
小
選
挙
区
の
投
票
者
数
と

開
票
数
が
数
百
票
合
わ
な
い
こ
と
に

気
づ
き
、
捜
索
す
る
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
。

●
総
括
指
揮
事
務
主
任
お
よ
び
同
事
務

副
主
任
は
、
県
選
挙
管
理
委
員
会
や

報
道
機
関
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

強
く
感
じ
て
お
り
、
早
く
開
票
を
終

わ
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

思
い
や
、
台
風
対
応
が
あ
る
中
で
、

今
か
ら
も
う
一
度
や
り
直
す
こ
と
は

出
来
な
い
と
の
思
い
、
探
し
て
も
見

つ
か
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
未
使
用
の

［ 

選
挙
に
お
け
る
体
制
に
つ
い
て 

］

●
選
挙
期
間
中
に
一
部
の
職
員
に
責
任

や
事
務
が
偏
ら
な
い
よ
う
仕
事
の
割

振
り
を
行
う
と
と
も
に
、
連
日
深
夜

に
わ
た
っ
て
事
務
を
行
う
こ
と
が
な

い
よ
う
、
選
挙
期
間
前
か
ら
十
分
余

裕
を
持
っ
て
準
備
作
業
を
行
う
よ
う

努
め
ら
れ
た
い
。

［ 

開
票
所
で
扱
う
書
類
や
用
具
に
つ
い
て 

］

●
白
票
や
投
票
箱
の
管
理
に
つ
い
て
は

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
取
り
扱
い

方
法
を
厳
格
に
定
め
る
こ
と

［ 

不
測
の
事
態
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て 

］

●
開
票
所
で
投
票
者
数
と
開
票
数
に
齟

齬
が
生
じ
る
ケ
ー
ス
や
選
挙
時
に
台

風
等
に
よ
る
風
水
害
等
が
発
生
す
る

な
ど
不
測
の
事
態
に
対
す
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
基
づ
き
、
対
応
方
法
を
厳
格

に
定
め
る
こ
と

［ 

そ
の
他 

］

　
甲
賀
市
は
、
合
併
当
時
の
投
票
区
を

そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
お
り
、
有
権
者

数
が
同
規
模
の
市
と
比
べ
て
投
票
区
数

が
多
い
。今
後
は
選
挙
事
務
の
効
率
化・

合
理
化
と
有
権
者
の
投
票
環
境
の
向
上

を
念
頭
に
、
投
票
区
の
編
成
に
つ
い
て

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

投
票
用
紙
を
使
う
以
外
に
手
立
て
が

な
い
等
の
思
い
か
ら
、
未
使
用
の
投

票
用
紙
を
無
効
票
の
白
票
と
し
て
加

え
た
。

●
投
開
票
日
の
翌
日
、
プ
ラ
ラ
の
レ
ッ

ス
ン
室
に
置
か
れ
て
い
た
開か

い
か
ん函
済
み

の
投
票
箱
を
撤
収
し
て
い
た
職
員
が

投
票
用
紙
が
入
っ
た
ま
ま
の
投
票
箱

を
発
見
し
た
。

●
総
括
指
揮
事
務
主
任
、
同
副
主
任

及
び
第
２
庶
務
係
事
務
主
任
の
３
人

は
発
見
さ
れ
た
未
集
計
票
の
扱
い
に

つ
い
て
協
議
し
、
最
終
的
に
第
２
庶

務
係
事
務
主
任
の
自
宅
で
処
分
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

●
市
長
へ
の
通
報
に
よ
り
、
本
件
選
挙

に
か
か
る
不
適
切
集
計
お
よ
び
処
分

行
為
が
発
覚
し
、
平
成
30
年
２
月
３

日
に
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
が

事
実
を
確
認
し
た
。

▽
再
発
防
止
策

［ 

職
員
の
意
識
に
つ
い
て 

］

●
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の

醸
成
を
継
続
的
に
努
め
ら
れ
た
い
。

●
選
挙
事
務
従
事
者
が
選
挙
管
理
委

員
会
の
指
示
で
動
く
だ
け
で
な
く
、

自
ら
の
業
務
に
責
任
を
持
ち
、
全
員

が
チ
ー
ム
で
あ
る
と
い
う
感
覚
が
醸

成
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
ら
れ
た
い
。

 

小
島
委
員
長 

　
今
回
答
申
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

が
、
こ
れ
が
甲
賀
市
の
適
正
化
の
出

発
点
で
あ
る
と
思
う
。
今
後
こ
の
適

正
化
を
い
か
に
継
続
し
て
い
く
か
が

大
切
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
甲
賀
市

の
動
き
が
全
国
の
手
本
と
な
る
よ
う

に
発
信
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

 

山
本
委
員
長
職
務
代
理
者 

　
私
は
弁
護
士
と
し
て
職
員
に
対
す

る
聞
き
取
り
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

聞
き
取
り
を
し
た
職
員
か
ら
は
甲
賀

市
で
絶
対
に
同
じ
過
ち
を
く
り
返
さ

な
い
と
い
う
強
い
思
い
を
感
じ
た
。

今
後
は
そ
れ
を
風
化
さ
せ
な
い
こ
と
、

ま
た
、
甲
賀
市
で
の
今
回
の
取
り
組

み
を
全
国
で
生
か
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

 

漣
委
員 

　
去
年
の
６
月
の
知
事
選
挙
で
は
本

委
員
会
の
中
間
報
告
を
元
に
作
成
し

た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
適
正
に
執
行

い
た
だ
い
た
。
今
後
に
つ
い
て
も
今

回
の
答
申
を
踏
ま
え
て
取
り
組
み
を
、

さ
ら
に
具
体
的
な
も
の
と
し
、
決
し

て
そ
れ
を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
し

て
も
ら
い
た
い
。

 

岩
瀬
委
員 

　
選
挙
事
務
を
迅
速
に
処
理
す
る
こ

と
は
大
切
な
こ
と
だ
が
、
従
事
者
を

あ
わ
て
さ
せ
る
事
が
な
い
よ
う
に
責

任
者
は
し
っ
か
り
と
管
理
を
し
て
も

ら
い
た
い
。
ま
た
、
作
成
し
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
１
０
０
％
は
な
い
。
選
挙
が

終
わ
る
ご
と
に
従
事
者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
る
な
ど
し
、
し
っ
か
り
と
反

省
会
を
行
い
、
今
後
よ
り
よ
い
も
の

に
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

 

森
地
委
員 

　
一
般
の
市
民
か
ら
参
加
さ
せ
て
も

ら
い
本
委
員
会
で
色
々
と
勉
強
さ
せ

て
も
ら
っ
た
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
一

人
ひ
と
り
の
一
票
の
重
み
を
選
挙
管

理
委
員
会
は
胸
に
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
、
選
挙
事
務
の
執
行
に
取
り
組

ん
で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
本
答
申
を
受
け
た
選
挙
管
理
委
員

会
で
は
、
２
月
５
日
に
臨
時
の
委
員

会
を
開
き
、
答
申
を
も
と
に
事
務
改

善
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
審
議
し
、

今
後
の
選
挙
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
事
を
決
定
し
ま
し
た
。

主
な
取
り
組
み

●
一
部
の
職
員
に
事
務
や
責
任
が
集
中

し
な
い
よ
う
に
、
開
票
準
備
を
行
う

ワ
ー
ク
チ
ー
ム
を
設
け
る
。

●
白
票
お
よ
び
投
票
箱
の
管
理
を
徹
底

す
る
と
共
に
、
選
挙
の
種
類
や
規
模

に
応
じ
た
開
票
所
の
選
定
を
余
裕
を

持
っ
て
行
う
。

●
開
票
所
で
投
票
数
と
開
票
数
と
に
齟

齬
が
生
じ
た
際
や
選
挙
時
の
風
水
害

の
襲
来
な
ど
、
不
測
の
事
態
に
備
え

た
マ
ニュ
ア
ル
を
作
成
す
る
。

　
な
お
、
答
申
の
詳
細
等
に
つ
い
て
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
４
選
挙
等
と
は
、
衆
議
院
小
選
挙
区
選
挙
、

比
例
代
表
選
挙
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国

民
審
査
、
市
議
会
議
員
選
挙

●
問
い
合
わ
せ
●

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎
6
９ｰ

２
2
6
0 

Ｆax
6
３ｰ

４
0
8
6

再
発
防
止
委
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　
２
月
３
日
に
第
７
回
甲
賀
市
選
挙
事
務
不
適
正
処
理
再
発
防
止
委
員
会
（
以
下
「
再
発
防
止
委
員
会
」

と
い
い
ま
す
。）
が
開
催
さ
れ
、
甲
賀
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
の
答
申
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、
答
申
書
が
ま
と
ま
り
、
同
日
に
、
再
発
防
止
委
員
会
委
員
長
か
ら
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
長
に
答
申
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
再
発
防
止
委
員
会
の
小
島
委
員
長
は
「
答
申
内
容
に
基
づ
き
、
市
長
部
局
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と

で
、
今
後
の
選
挙
に
お
け
る
適
正
な
管
理
執
行
に
つ
い
て
、
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」

と
述
べ
ら
れ
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
平
尾
委
員
長
は
「
い
た
だ
い
た
答
申
を
も
と
に
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
出
来
る
か
を
選
挙
管
理
委
員
会
で
審
議
し
、
継
続
的
に
再
発
防
止
に
取
り
組
む
事

で
、
選
挙
の
厳
正
な
管
理
執
行
ひ
い
て
は
選
挙
の
信
頼
確
保
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
」
と
答
え

受
領
し
ま
し
た
。
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　まちづくりの主役は市民の皆さんです。行政だ
けではなく、市民の皆さんとともにオール甲賀で
まちづくりを進めることが大切です。子どもから
高齢者まで、誰もがいきいきと活躍できるまちを
つくるため、ご意見やご提言をいただく「市長へ
の手紙」をお待ちしています。
　いただいたお手紙は市長が読ませていただき、
ご記名いただいた方には返信します。「市長への
手紙」は、このページの用紙を切り取っていただ
くか、秘書広報課や各地域市民センター等にも置
いていますので、ご利用ください。

市
賀
甲

長
宛市

長
へ
の
手
紙

（
受
取
人
）

5 2 8 8 7 9 0

下記のとおり封筒を作ってください。
①キリトリ線に沿って切り、中央を山折りにしてください。
②のりしろにのりをつけて貼り合わせてください。
③切手は貼らずにそのままポストへ投函してください。

（山折り）

料金受取人払郵便

水口支店承認

地
番
三
五
〇
六
口
水
町
口
水
市
賀
甲

差出有効期間
平成31年6月
30日まで
切手を貼らずに
お出しください

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

ろ

し

り

の

ろ

し

り

の

の り し ろ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

皆さんのご意見をお寄せください
まちづくりに関して広く

し

市長への手紙

34

ちょう て がみ

● 問い合わせ ●

秘書広報課　広報広聴係　☎ ６９-2101　Ｆax  ６３-4619

● 問い合わせ ●

市民課　市民窓口係
☎ 69-2138　Ｆax 65-6338

　転勤や就職、入学などで新たな生活を
スタートされる方が多くなる時期に合わせ、
住所異動の手続きができる休日窓口を臨時
に開設します。

［開設日時］
３月 ３０日（土）８時 ３０ 分～ １７ 時 １５ 分
３月 ３１日（日）８時 ３０ 分～ １２ 時

［場所］ 市民課（１階）
［取り扱い業務］
●住民異動（転入・転出・転居）の受付
●印鑑登録・印鑑証明
●証明書発行
　（住民票・戸籍・課税証明書・所得証明書）
●転入学通知書の発行
※平日（開庁日）と異なり、取り扱いでき
ない手続きや交付できない証明書がありま
すのでご了承ください。

臨時休日窓口を開設

転入・転出・転居などの
手続きができます

　増加する外国人市民に対応するため、市役所窓口にＡＩ通訳機を試
験的に導入しました。
　市内在住の外国人の方は現在、約３２００人で、県内でも人口に占
める外国人の割合が高くなっています。また、その国籍は、最も多い
ブラジルを始め、中国、ペルー、フィリピン、ベトナムなど３０ 以上
の国や地域とさまざまです。改正入管法が成立し、今後、一層、外
国人市民が増えることが想定されますが、外国人の対応ができる職
員の配置には限りがあることから、今回の導入に至りました。

◆試験導入期間／３月 ２０日（水）まで
◆使用台数／５台
◆使用場所／市役所　総合案内・市民課
	 信楽地域市民センター
	 その他窓口担当課

● 問い合わせ ● 　政策推進課　政策推進係　☎ 69-2105　Ｆax 63-4554

ＡＩ通訳機
◦日本語から指定した外国語へ、
また外国語から日本語へ、音
声と文字で自動翻訳
◦１０５の国と地域で使える７４ 言
語に対応
◦事前の検証では、日常会話程
度は問題なく通訳可能

窓口にＡＩ通訳機導入

　市農業委員会は、農業者の公的代表機関として、
農業政策の強化に係る意見書を１月 28日、岩永市
長へ提出しました。
　意見書は、担
い手への農地の
集積・集約化、
遊休農地の発生
防止・解消、新
規参入の促進を
柱とする「農地
利用の最適化」
に関するもので、高齢化や獣害など市が抱える課
題への対策を、農業施策に反映させるよう求めるも
のとなっています。
　市農業委員会は農地利用の最適化の推進を最も
重要な業務と位置付けて活動しており、今回の意見
書の提出もその一環です。
　意見内容の詳細は、市ホームページまで

▲岩永市長に意見書を提出する農業委員
会の北田会長（中）と田畑副会長（右）

● 問い合わせ ●

農業委員会事務局　☎ 69-2262　Ｆax 63-4592

農地利用最適化推進施策に関する
意見書を提出

　「災害時における物資の供給に関する協定」を１
月28日、株式会社積水化成品滋賀と締結しました。
　この協定は、災害が発生または発生するおそれ
がある際に、市が食品容器やロール状の断熱材な
どの必要物資の供給について協力を要請すること
ができるものです。
　有事の際には、迅速かつ円滑に支援をいただき
ながら、被災者対策の充実化を図っていきます。

災害時に物資を供給
～株式会社積水化成品滋賀と協定～

▲締結式での㈱積水化成品滋賀　千田社長（右）と岩永市長

県内初

● 問い合わせ ● 危機管理課　防災危機管理係
☎ 69-2103　Ｆax 63-4619
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犬

猫

◎公表してもよい方は下記の｢公表してもよい｣に、
　公表してほしくない方は｢公表しないでほしい｣に○印を
　付けてください。

住

　所

氏

　名

電

　話

性

　別

年

　齢

男・女

歳

〒

市長への手紙

内容の公表 公表してもよい・公表しないでほしい

回答を希望されるか選択してください 要　・　不要
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　旧支所である土山、甲賀大原、甲南第一、
信楽地域市民センターを除く１９の地域市民
センターでは、４月１日以降、証明書の即日
交付ができなくなります。交付申請から証明
書の受け取りまでに数日かかりますので、日
数に余裕を持って交付申請してください。
　ご不便をおかけしますが、ご理解いただ
きますようお願いします。
　なお、証明書は、申請した地域市民セン
ターで受け取っていただきますが、希望によ
り、証明書をご自宅へ郵送することもできま
す。（郵送料は市が負担します。）
※速達・書留など特殊郵便での送付を希望される場
合、特殊郵便料金は申請者にご負担いただきます。

取扱日時 �
平日8時30分～17時15分
（12月29日～1月3日を除く）
取扱場所 �
旧支所である４地域市民センターを除く
市内１９地域市民センター

※申請には運転免許証やマイナンバーカードなど
の本人確認書類が必要です。
※公的機関発行の写真付きの証明書をお持ちで
ない方はお問い合わせください。

● 問い合わせ ●

市民課　戸籍住民係
☎ 69-2138　Ｆax 65-6338
地域コミュニティ推進課　地域コミュ二ティ推進係
☎ 69-2113　Ｆax 63-4554

● 問い合わせ ● 　生活環境課　環境政策係　☎ 69-2144　Ｆax 63-4582

取扱証明書
証明書名 申請できる人

戸籍の謄抄本
戸籍の附票の写し

本人・配偶者または
直系の親族（父母・
祖父母・子・孫など）

住民票の写し
住民票記載事項証明書

本人または同一世
帯員

印鑑登録証明書 印鑑登録カードを
持参した人

所得証明書
課税・非課税証明書

本人または同一世
帯員

１９の地域市民センターでの

証明書発行業務が
変わります

　猫や犬など、ペットは人間にとってかけがえのない存在である一方、その飼育には責任や
マナーが求められます。鳴き声や糞尿の始末など、周りに迷惑をかけていることがあるかも
しれません。一度、動物との暮らしについて考えてみましょう。

考えよう 動物との暮らし

犬の飼い方
●散歩をするときは
　必ず糞尿の始末ができる用意
（シャベル、ビニール袋、水等）をし
てください。また、引綱は必ずつけて
行ってください。

●糞の始末は確実に
　誰も見ていないから、土のあると
ころだからといって糞を始末せずに
散歩をしていませんか。田畑のあぜ
道であっても所有者がおり、糞の始
末に困っておられます。飼い犬の糞
は必ず飼い主が責任を持って始末し
ましょう。

猫の飼い方
●屋内で飼いましょう
　屋外は、事故や病気など、猫にとって危険が
たくさんあります。また、糞尿をするなど、他人
に迷惑をかけることもあります。

●不妊・去勢手術を
　飼えない子猫を増やさないために、不妊・去
勢手術を受けさせましょう。

野良猫を増やさないために
　かわいいから、かわいそうだからといって安易
に野良猫にエサを与えていませんか。糞や鳴き
声、畑への侵入の被害が発生し、近隣トラブルに
なっています。飼う・保護するつもりのない野良
猫への無責任なエサや
りはやめましょう。

必ず接種を「狂犬病予防集合注射」
　生後９１日以上の犬には「生涯１回の登録と年１回の狂犬
病予防注射の接種」が義務付けられています。犬の飼い主
の方は集合注射、もしくはかかりつけ医にて接種をさせて
ください。
◆集合注射日程
水口地域 4月12日（金）・15日（月）・5月14日（火）
土山地域 4月5日（金）・24日（水）・5月10日（金）
甲南地域 4月3日（水）・16日（火）・5月8日（水）
甲賀地域 4月10日（水）・17日（水）・5月10日（金）
信楽地域 4月9日（火）・19日（金）・23日（火）・5月8日（水）
※注射会場と開始時間および実施担当獣医師等の詳細については、市
ホームページまたは飼い主様宛に３月下旬に発送予定の「予防注射のお
知らせ」ハガキをご覧ください。

◆持ち物

登録済みの
場合

・犬の登録カード（愛犬カード）
・「予防注射のお知らせ」ハガキ
・予防注射手数料（３，４００円）
※注射のスムーズな実施のため、お知らせハガキに添
付の問診票にあらかじめ記入をお願いします。
※妊娠中・または出産後間もない犬、その他体調不良に
よる獣医師の判断があった犬は接種できません。

新規登録の
場合

・犬の登録手数料（３，０００円）
・予防注射手数料（３，４００円）

土山・甲賀大原・甲南第一・信楽を除く

［No.329］2019.3.113



皆さんのご意見を募集します（パブリック・コメント）

　生活環境が大きく変わる３月は、全国的にも月別自殺者数が多いことから、
自殺対策強化月間に指定されています。
　自殺の多くは、生活、家庭、仕事、健康などさまざまな要因により心理的に追い詰められた結果、選んで
しまう「追い込まれた末の死」と言えます。
　「私には関係ないかも」ではなく、まず一人ひとりが、他者に関心を持ち、自殺に対する理解を深めるこ
とが大切です。かけがえのない命を守るために、私たちにできることを考えてみませんか。

甲賀市自殺対策計画（素案）
市では、誰も自殺に追い込まれることのないまちをめざして「甲賀市自殺対策計画（素案）」を作成しました。
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誰も自殺に
追い込まれることのないまちへ

３月は
自殺対策強化月間

　ゲートキーパーは、自殺の危険を示すサインに気づき、
関わることの出来る人です。

ゲートキーパーの４つの役割
●気づき…�家族や仲間の変化に気づいて、声をかける。
●傾　聴…本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける。
●つなぎ…�本人に理解のある家族や友人などと連携し

て、早めに専門家に相談するよう促す。
●見守り…温かく寄り添いながら、見守る。

　市では、まちづくり出前講座でゲートキーパー養成講座
を実施しています。関心のある方は、下記まで。

　今月、市内図書館に自殺対策に
関連した情報コーナーを設置してい
ます。

あなたもできる取り組み

「ゲートキーパー」を知ろう 「生きること」や
「こころの健康」に
ついて考えよう

こころや心配ごとに関する
主な相談窓口を市ホームページに
掲載しています。

【意見募集期間】
　3月1日（金）～30日（土）

【意見を提出できる方】
　「甲賀市自殺対策計画（素案）」に関し、意見等を
提出する意思を有する個人および法人、その他の
団体

【意見の提出方法】
　意見書（閲覧場所にて取得可能）に記入の上、各
閲覧場所へ持参・郵送・ファックス・Eメールで提出し
てください。

【公表の方法】
　すこやか支援課、旧支所である土山・甲賀大原・
甲南第一、信楽地域市民センターおよび各保健セ
ンターでの閲覧（開庁日の8時30分～17時15分の
み可能）ならびに、市ホームページ、あいコムこうか
ポータルシステムへの掲載

【意見の取扱い】
　提出いただいたご意見は、個人情報を除き、回答
とあわせて市ホームページで公表します。なお、ご
意見を提出された方への個別の回答はしません。

● 問い合わせ ● 　すこやか支援課　健康増進係　〒528-8502 水口町水口 6053 番地
　☎ 69-2168　Ｆax 63-4085　koka10255000@city.koka.lg.jp

1 2
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げん
き元気なまちかどげん
き元気なまちかどげん
き元気なまちかどげん
き元気なまちかど

音楽に合わせて親子がふれあう

ファッションショーを体験

～おとうさんとあそぼうひろば「ミュージックケア」～

～生き方学習「ファッションデザイナー」～

　市内の未就園児と保護者を対象とする「おとう
さんとあそぼうひろば」が２月２日、信楽子育て
支援センターで行われました。
　この日は、音楽に合わせて体を動かす「ミュー
ジックケア」に親子５組が参加しました。軽快な
音楽が流れる中、子どもたちは保護者の膝の上
に乗せてもらったり、体を持ち上げてもらったり
して、声を上げて嬉しそうにしていました。

　参加した保護者は「子ど
もが楽しそうにしていたの
でよかった。」と、親子の
ふれあいの時間を喜んで
いました。

　さまざまな職業の方から仕事の楽しさや、やり
がいを学ぶ「生き方学習」が２月７日、甲南第三小
学校で開かれました。
　この日は、着物地を使った衣服を制作する
ファッションデザイナーの野

の

崎
ざ き

文
ふ み

子
こ

さんを講師に
迎え、６年生が野崎さんのデザインされた衣装を
着て、他学年の児童を前にファッションショーを体
験しました。

　児童たちは、普段触
れることのない着物
地に触れ「着物のこと
を知れてよかった」と
話していました。

◀�保護者に体を持ち上げてもらい
喜ぶ子ども

◀ファッションショーを体験する
　児童

パラリンピック正式種目に挑戦

地域の子どもたちの成長や幸せ願う

～ボッチャ教室～

～扇屋ひなまつり～

　「ボッチャ教室」が２月 29日に信楽体育館で開
かれ、14 人が参加しました。
　この教室は、甲賀市がホストタウンとしてシンガ
ポールのパラリンピック選手団を迎えるにあたり、
東京パラリンピックの正式種目であるボッチャを一
般の方に知ってもらうことを目的に開催されました。
　ボッチャは、目標となる白いボールに自チーム
のボールをいかに近づけるかを競う競技で、参加
者は講師からボールの投げ方を教わった後、赤

と青の２チームに分かれ、
白熱した戦いを繰り広げ
ました。

　今年で３回目を迎える「扇屋ひなまつり」が 
３月30日まで、土山町の扇屋伝承文化館で開催
中です。（開館日時：土日祝10時〜15時）
　この催しでは、地域の宝である子どもたちの無
事な成長や幸せを願い、市内の家庭から譲り受け
たひな人形を展示しています。また今回は、大阪
北部地震の影響で土山町に転居して来られた方
の手作りのタペストリーも飾られています。

　３月３日桃の節句に
は、地域の女性グループ

「扇屋レディース」によ
り、いちご大福や桜餅
など手作り和菓子がふ
るまわれます。

◀�ボッチャに挑戦する参加者

▲おひなさまの描かれたタペストリーを眺める来場者

■どんな活動をされているのですか？

　毎年、１月上旬から１カ月程かけて、つるを採取して
います。葛づるという種類のもので、その量は重さに
して約４００kgにものぼります。建国記念日である２月
１１日に、一部のつるを担いで東大寺二月堂まで、奈
良街道約３キロの道のりを歩いて奉納します。

■苦労していることは？
　自然相手のことなので、天
候によってなかなかいいつるが
取れないことや、つるの生息地
を探すのに苦労しています。ま
た、現在、60～ 80 代の９人
で活動しており、講員の高齢化
による担い手不足が心配です。

■苦労されながらも続けてこられた理由は？

　お水取りで使われる松明の材料は、全国各地の「講」
が分担して奉納していますが、松明を縛る「つる」を
奉納するのは私たち、江州一心講だけであり、歴史も
大変長いです。先人から続いている伝統をこれからも
引き継いでいきたいという思いで活動しています。お
手伝いしてい
ただける方や
つるの生息
地の情報など
をいただける
とありがたい
です。

であい

こうか

150年続く伝統を
引き継いで
いきたい

　今回は、明治初頭から約１５０年にわたり、奈良・東大寺二月堂
の修二会（お水取り）で使う松

たいまつ

明を縛るための「つる」を採取し、
奉納している江州一心講の皆さんにお話を伺いました。

江
ご う し ゅ う

州一
い っ し ん こ う

心講（信楽町）

▲つるを担いで東大寺二月堂
へ奉納する講員ら

▲東大寺二月堂のお水取り

　ＪＲ関西本線の利用促進と沿線の魅力
を知っていただくためのウォークイベント
を開催します。

　「太岡寺畷さくらまつり」
は、鈴鹿川沿いの道の両側
に桜が並び咲き、春らんま
んの季節を感じられる亀山
の桜の名所です。
　桜の開花より毎日夜の
ライトアップも行われま
す。
　まつり当日は、マルシェや出店、各種イベ
ントも催されます。
　うららかな日差しの中、春色に染まるトン
ネルをゆったりと散歩にしてみてはいかが
でしょうか。

◦と 　  き◦�４月７日（日）１０時３０分～１３時頃（集合：１０時２０分）
	 ※小雨決行
	 ※�中止の場合は、当日７時に決定しますので、上野商工

会議所へお問い合わせください。
◦集合場所◦�ＪＲ伊賀上野駅前
◦ 内 　 容 ◦�ＪＲ伊賀上野駅前⇒開化寺⇒赤井家住宅⇒伊賀上野城

⇒俳聖殿（距離約７．５km）
	 ※�コース途中で飲み物の配布、かたやきや豚汁のふるまいが

あります。また、伊賀上野城に無料で入館いただけます。
	 ※小学生以下は保護者同伴
	 ※歩きやすい服装でお越しください。
◦問い合わせ◦�伊賀市交通政策課
	 ☎0595-22-9663　Ｆax0595-22-9694
	 上野商工会議所	 ☎0595-21-0527

◦と 　 き◦�４月７日（日）１０時～１４時
◦と こ ろ◦�三重県亀山市太岡寺町１２９４-２

周辺
◦アクセス◦�亀山ICから車で５分
	 ※�当日は会場周辺で交通規制

があります
◦問い合わせ◦�神辺地区ふれあいまちづくり	

協議会　☎0595-82-1818

情報交流広場

伊賀市

亀山市となりまち

い こ か
伊賀の里
歴史ウォーキング

太
たいこうじなわて

岡寺畷さくらまつり
〜桜のトンネルを歩いて春を満喫〜

問 江州一心講　世話係　植
うえ

西
にし

一
かず

彦
ひこ

　☎82-0732
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あいこうか薬局

自分らしく 健康長寿

甲賀市水口町松尾830-2　☎0748-65-6636

14時～16時（全24回）
【土曜教室】
4月13日～　第2・第4
19時30分～21時30分（全24回）
※開催日・開催場所・内容など、詳
細は下記まで

【日本語教室申込み＆
� ボランティア説明会】
日時 ●3月30日(土)　19時～
場所 ●水口中央公民館
　ろくしんホール
問 申 甲賀市国際交流協会
☎ Ｆax63-８７２８

　市民活動の拠点施設として新た
に整備した甲賀市まちづくり活動
センターの利用についての説明会
を開催します。
日時 ●

　３月１３日（水）19時30分～21時
　３月１７日（日）10時～11時30分
場所 ●碧水ホール
※施設概要については、市ホーム
ページまで

問 地域コミュニティ推進課

まちづくり活動センター
利用説明会

お
知
ら
せ

甲賀市市民福祉活動センター
の利用について

お
知
ら
せ

平成31年度 甲賀市ホームページ
バナー広告募集

市では、ホームページを民間事業者等の広告媒体として
活用し、財源として役立てるため、バナー広告の掲載希望
者を募集します。
詳しくは市ホームページをご覧ください。

問 申 秘書広報課　☎69-2101　Ｆax６3-4619

広報紙に広告を掲載しませんか
◦掲載対象 ： 各月1日号
◦広告規格 ： 縦45mm×横85mm（１枠）
◦掲 載 料 ： １枠　25,000円／月
◦発行部数 ： 31,950部
※この枠の大きさが１枠分です
※長期契約による割引制度あり。
※詳しくは市ホームページをご覧ください。

問 申 秘書広報課　☎69−2101　Ｆax６3−4619

平成31年度
広告主募集

甲賀消防ニュース
みんなの

交通安全
（甲賀警察署）

３月１日（金）～７日（木）まで
春の火災予防運動を実施します
～全国統一防火標語～

『忘れてない？ サイフにスマホに　火の確認』
　空気が非常に乾燥するこの季節は、火災が多発していま
す。暖房器具など火の取り扱いには十分注意しましょう。
　平成29年中の全国の火災件数は約４万件にものぼり、住
宅火災による死者数の72％が65歳以上の方でした。特に就
寝中の逃げ遅れが多いため、住宅用火災警報器を正しく設
置するとともに今一度、ご自宅の防火対策について見直しま
しょう。
＜山火事予防運動＞
　山火事は、大切な森林を失い、回復に多くの年月と労力を
費やします。
「強風時や乾燥時は、たき火、火入れ、野焼きをしない」「たき火
などの始末は完全に火が消えてからその場を離れる」といった
ことに注意しましょう。

新入学（園）児と高齢者の交通事故防止
　春になると、新しく学校に通う子どもたち
や幼稚園、保育園に通う子どもたちを見か
け、暖かくなることで高齢者の方の外出の機
会も増えます。
　ドライバーの皆さんは、子どもや高齢者を
見かけたら道路に出てくるかもしれないと考
え、危険を予測して安全運転に努めましょう。
子どもには周囲の大人が正しい交通ルールを
教え、悲惨な事故を防ぎましょう。高齢者の方
は、確実な安全確認を行い、無理な横断などを
しないように心がけ、夕暮れ時や夜間の外出
時には、反射材の活用や、明るい色の服を着る
など、運転者から目立つ工夫をしましょう。

市内における交通（人身）事故発生状況
本年 前年 増減数 1月中

発生件数 255 281 -26 14
死者数 5 5 0 1
負傷者数 319 335 -16 21

（平成31年1月末現在）
● 問い合わせ ● 甲賀広甲賀広域行政組合  消防本部  予防課
☎ 62-7932　Ｆax 62-7940　 fd-yobo@koka-koiki.jp
組合ホームページ　http://www.koka-koiki.jp

● 問い合わせ ● 生活環境課　防犯交通対策係
☎ 69-2143　Ｆax 63-4582

火災 救急 救助 その他

甲賀市 3件 352件 8件 27件
前年比 0件 -18件 0件 10件

甲賀消防管内における各種災害の発生件数

（平成31年1月末現在）

忍
者
の
里
こ
う
か
で
田
舎
体
験

受
入
家
庭
募
集

都市部の
中学生と

交流しませんか

　
市
で
は
、近
年
の
田
舎
暮
ら
し
や
農
村
体
験
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の
需
要
の
高
ま
り

を
受
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村
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事
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舎
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を
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て
い
ま
す
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昨
年
は
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京
、神
奈
川
な
ど
か
ら
13
校
の
中
高
生
約
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人

が
甲
賀
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ま
し
た
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も
５
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月
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校
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り
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こ
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す
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だ
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ま

す
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す
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で
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し
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事
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目
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で
す
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受
入
家
庭
の
皆
さ
ん
の
声

◦
短
い
時
間
だ
っ
た
が
、楽
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、と

て
も
良
い
生
徒
た
ち
で
別

れ
る
時
は
胸
が
い
っ
ぱ
い

に
な
り
、と
て
も
感
動
し
た
。

◦
家
を
離
れ
て
過
ご
す
こ
と

に
よ
り
、生
徒
が「
家
族

に
対
す
る
思
い
が
変
わ
っ

た
」と
言
っ
て
い
た
こ
と
に

感
動
し
た
。

◦
こ
ん
な
所
で
住
ん
で
み
た

い
と
い
う
生
徒
の
感
想
が

聞
け
て
う
れ
し
か
っ
た
。

◦
生
徒
に
元
気
を
も
ら
っ
て
、

楽
し
か
っ
た
。

●
問
い
合
わ
せ
●

　
甲
賀
市
都
市
農
村
交
流
推
進
協
議
会
（
農
業
振
興
課
内
）

　
☎
6
9ｰ

２
１
９
２　
Ｆax
6
3ｰ

４
５
９
２

　地域コミュニティ推進係
☎6９-２１１３　Ｆax６３-４５５４

　甲賀市市民福祉活動センター
（甲南町寺庄960番地）は、市の
ボランティア活動の拠点施設とし
てご利用いただいておりましたが、
３月末日をもって閉館し、その機能
および役割を甲賀市まちづくり活
動センター（水口町水口６００９番地
１）に移行します。
　甲賀市まちづくり活動センター
のオープン（５月下旬予定）までの
間は、甲南公民館等の施設をご利
用ください。
問 地域コミュニティ推進課
　地域コミュ二ティ推進係
☎６９-２１１３　Ｆax６３-４５５４
社会福祉課　福祉総務係
☎６９-２１５７　Ｆax６３-４０８５

　国民健康保険被保険者証と７０
歳以上の方に交付している高齢受

給者証が８月から一体化します。
　それに伴い、国民健康保険被保
険者証の送付時期を３月中旬から
７月中旬に変更します。新しい国
民健康保険被保険者証は８月から
使用していただけます。
問 保険年金課　国保年金係
☎６９-２１４０　Ｆax６３-４６１８

第１次試所 ●５月１２日（日）
場所 ●立命館大学びわこ・くさつ
キャンパス

採用予定人員 ●男性A　35人程度
　女性A　10人程度
対象 ●平成元年４月２日以降に生ま
れ、四年制大学を卒業または平
成32年3月31日までに卒業見
込みの方

受付期間 ●４月１９日（金）まで
詳しくは、滋賀県警察のホーム
ページまで
http://www.pref.shiga.lg.jp/
police/saiyou/
問 滋賀県警察本部
フリーダイヤル0120-204-314

国民健康保険被保険者証の
送付時期を７月中旬に変更します

お
知
ら
せ

第１回滋賀県警察官
（A・大卒程度）採用試験

お
知
ら
せ
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「 広 報こうか 」が ホ ー ム ペ ー ジ で もご 覧 い た だ けます 甲 賀 市 を もっと好 き に な る ア プリ

甲賀市ホームページ 甲賀市 検 索 無料アプリ「マチイロ」 甲賀市 検 索甲賀市facebook 甲賀市infor
mation

かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール 

㈱ 水 口 福 祉 社
本社 甲賀市水口町高塚

あいこうか薬局

自分らしく 健康長寿

甲賀市水口町松尾830-2　☎0748-65-6636

記まで
申込締切 ●3月31日(日)必着
問 申 みなくち子どもの森自然館
〒528-0051　水口町北内貴10
☎63-6712　Ｆax63-0466

　日本語を母語としない方のため
の日本語教室です。学習者、ボラ
ンティアを募集しています。

【月曜教室】
4月1日～12月16日

然観察・体験
定員 ●20人(原則として毎回参加
の方。定員超の場合は家族ごと
に抽選)

対象 ●小学生～大人(小学生未満
の同伴はご遠慮ください。)

参加費 ●通信費として家族で年
660円、その他に材料費等を必
要に応じて集金

申込方法 ●ハガキに｢こいもクラブ
参加希望｣と明記し、参加者全
員の氏名、学年（子どものみ）、
住所、電話番号を記入の上、下

※ＦＡＸの場合、住所、氏名（保護
者・児童）、電話番号を明記

申込締切 ●３月２２日（金）
※参加無料
問 申 くすり学習館
☎88-8110　Ｆax70-3694

　みんなでかっこよく、かわいく、
元気よくヒップホップダンスを踊っ
てみませんか。
日時 ●４月～平成32年（２０２０年）３月
　毎週水曜日  １５時４５分～１６時４５分
　（ファーストクラス）
場所 ●あいの土山文化ホール　
対象 ●市内小学生　先着１５人
参加費 ●３，０００円（１カ月）
申込期間 ●３月12日（火）１０時～４月	
３日（水）�※定員になり次第締切

申込方法 ●電話で下記まで
問 申 あいの土山文化ホール
　（月曜休館）
☎６６-１６０２　Ｆax６６-１６０３

日時 ●4月21日、5月19日、6月16
日、7月6日、8月4日、9月29日、
11月10日、12月8日の9～12時
（全８回）

場所 ●みなくち子どもの森　体験
農場

内容 ●米作りと餅つき、さといも等
の栽培と収穫、里山の四季の自

　見守り支え合い・居場所づくり・
福祉ネットワーク・災害福祉の４つ
をテーマに、地域で取り組まれて
いる活動を紹介します。
日時 ●3月16日（土）13時～15時３０分
場所 ●忍の里プララ
※参加無料
問  甲賀市社会福祉協議会地域活

動支援課
☎７６-３２８７　Ｆax６３-２０２１

日時 ●３月２０日（水）
　１４時～１５時３０分
場所 ●信楽保健センター
定員 ●約２０人
参加費 ●無料
申込方法 ●電話・ＦＡＸ・直接下記まで
申込締切 ●３月１５日（金）
※参加無料
問 申 信楽中央病院
☎８２-０２４９　Ｆax８２-３０６０

日時 ●３月２４日（日）１０時～１２時
場所 ●くすり学習館
定員 ●親子２０組（４０人）
申込方法 ●直接・電話・ＦＡＸで下記
まで

日時 ●３月１０日（日）
　１２時開演（１1時３０分開場）
場所 ●あいこうか市民ホール
内容 ●大正琴、舞踊、邦楽、合唱、和
太鼓などの舞台芸能

【ゲスト演奏】水口東中学校・高等
学校吹奏楽部

※入場無料
問 甲賀市文化協会連合会事務局

（あいこうか市民ホール内 月曜休館）
☎6２-２６２６　Ｆax６２-２６２５

　甲賀市が東京２０２０オリンピッ
ク・パラリンピックにおけるシンガ
ポールのホストタウンに登録さ
れたことから、東京２０２０パラリン
ピックの正式種目でもある「ボッ
チャ」体験会を開催します。ボッ
チャのルールは簡単。お子様から
ご年配の方まで、誰でも気軽に楽
しめるスポーツです。
　ホストタウン登録までの歩みや
取り組みも紹介します。
日時 ●３月１６日（土）１３時～１６時
場所 ●平和堂アル・プラザ水口
　１階「海の広場」
※参加無料・申込不要
問 文化スポーツ振興課
　スポーツ振興係
☎6９‐２２４９　Ｆax6９‐２２９３

　県内で福祉事業（高齢・障害・児
童の各分野）を展開する法人によ
る就職説明会です。３日間で７５法
人が出展します。
日時 ●３月６日（水）、７日（木）、９（土）
１２時３０分～１６時

場所 ●コラボしが２１
　（大津市打出浜２‐１）
※申込不要・参加無料・服装自由・
入退場自由

問 社会福祉法人滋賀県社会福
祉協議会　滋賀県南部介護・ 
福祉人材センター

☎077-567-3925
Ｆax077-567-3928

　水口岡山城の築城には周辺の
寺院から多くの資材が転用されま
した。最新の調査成果からその背
景に迫ります。
日時 ●３月９日（土）～５月８日（水）
１０時～１７時（木・金休館）

場所 ●水口図書館・水口歴史民俗
資料館　ロビー

※観覧無料
問  水口歴史民俗資料館
☎6２-７１４１　Ｆax６３-４７３７

『親子ものつくり教室』
第４回　におい袋

催
し

第１１回甲賀市文化協会
連合会芸能祭

催
し

つちやまジュニアダンス
スクール　受講生

募
集

みなくち子どもの森
｢こいもクラブ｣参加者

募
集

2019年度 日本語教室
学習者・ボランティア

募
集

県下最大級の福祉就職イベント
カイゴとフクシ就職フェア
inしが２０１９

催
し

水口岡山城企画展
寺から城へ
～水口岡山城の転用資材～

催
し

シンガポールホストタウン
イベント
～ボッチャ体験会～

催
し

地域福祉大会
地域で共に生きる
～ご近所福祉でまちづくり～

催
し

第７９回 信楽中央病院 健康塾
「骨粗鬆症」
骨年齢を維持しましょう

催
し

● 問い合わせ ●

�政策推進課　オール甲賀推進室	 ☎６９ー ２１０６　 Ｆax６３ー ４５５４
人権推進課　人権政策係	 ☎６９ー ２１４８　 Ｆax６３ー ４５５４

もっとゆたかに　～人権保障のとりくみ～

いつもの暮らしに「しあわせ」を
感じるまちの実現のために

　「第２次甲賀市総合計画」では、市の未来像を「あい甲賀　いつもの
暮らしに“しあわせ”を感じるまち」とし、すべての人の人権が尊重さ
れ、人と人のつながりや心のふれあいが生まれているまちの実現をめ
ざしています。
　また、この計画の「まちづくりの大綱」では、「人間の尊厳と基本的
人権が守られ、誰もが自分らしく生きることができる人権文化のまちづ
くりを進めます」と方針の１つに掲げ、あらゆる施策の根幹としています。
　そこで、市では、関係機関や団体との連携のもと、学校・園・家庭・
地域・職場などさまざまな場で、人権についての学びや交流の機会が
設けられるよう取り組みを進め、市全体として人権文化の醸成に努めて
います。
　また、職員自身も人権について研修を重ね、日々の業務や政策形成
の基本となる人権感覚を磨くとともに、市の未来像の実現に向けて率
先して行動できる人材の育成に取り組んでいます。
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信
楽
で
は
鎌
倉
時
代
か
ら
現
在
ま
で
、

や
き
も
の
づ
く
り
が
営
ま
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
生
活
必

需
品
だ
け
で
な
く
、
茶
道
で
用
い
る
壺

や
水み

ず
さ
し指
、
火
鉢
、
植
木
鉢
、
タ
イ
ル
な

ど
の
建
築
用
品
、
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
ア
ー

ト
作
品
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
や
き
も
の
に
よ
り
、
信
楽
焼
は
海
外

に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
信
楽
焼
の
伝
統
の
技
を
受
け

継
ぎ
な
が
ら
、
芸
術
性
の
高
い
創
作
活

動
に
取
り
組
む
名
工
、
名
匠
を
無
形
文

化
財
信
楽
焼
保
持
者
、
つ
ま
り
「
甲
賀

の
宝
」
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。

　
滋
賀
県
立
陶
芸
の
森
の「
つ
ち
っ
こ
プ
ロ

グ
ラ
ム
」で
は

匠た
く
み

と
の
連
携

に
よ
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
あ

り
、講
演
や
実

演
、制
作
体
験

を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は

「
子
ど
も
や
き

も
の
シ
リ
ー
ズ
」

と
し
て
、や
き
も

の
づ
く
り
の
基

本
で
あ
る
手
び

ね
り
で
ラ
ン
プ

シ
ェ
ー
ド
づ
く

り
の
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
秋
の
来
園
見
学
の
小
学
校
を
対

象
に
ロ
ク
ロ
の
技
を
子
ど
も
た
ち
が
見

学
し
ま
し
た
。
匠
に
よ
る
ロ
ク
ロ
の
実

演
で
は
、
魔
法
の
よ
う
に
、
土
の
か
た

ま
り
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
生
み
出

さ
れ
て
い
く
様
子
に
、
子
ど
も
た
ち
は

釘
付
け
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

信
楽
は
長
い
歴
史
を
も
つ
や
き
も
の

の
産
地
と
し
て
、
や
き
も
の
づ
く
り
の

恵
ま
れ
た
環
境
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
も
の

を
作
る
こ
と
の
喜
び
や
感
動
が
、
心
豊

か
な
人
間
性
を
育
み
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
感
性
の
基
礎
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
、
滋
賀
県
立
陶
芸
の
森
・
世

界
に
ひ
と
つ
の
宝
物
づ
く
り
実
行
委
員

会
で
は
本
物
の
技
術
、
芸
術
を
体
験
す

る
場
を
、
毎
年
１
万
人
の
子
ど
も
た
ち

に
提
供
し
て
い
ま
す
。

▲笹
ささ
山
やま
忠
ただ
保
やす
氏による指導（世界にひ

とつの宝物づくり実行委員会提供）

▲神
かん
﨑
ざき
継
つぐ
春
はる
氏による貴生川小学校４年

生作陶見学（滋賀県立陶芸の森提供）

●
問
い
合
わ
せ
●

　
歴
史
文
化
財
課　
普
及
活
用
係

  

☎
6
9︲2
2
5
2　

Ｆax
6
9︲2
2
9
3

つ
ち
っこ
プ
ロ
グ
ラ
ム

滋
賀
県
立
陶
芸
の
森
／

世
界
に
ひ
と
つ
の

�

宝
物
づ
く
り
事
業

甲こ
う

賀か

の
文ぶ

ん

化か

財ざ
い

歴史

● 応募先 ● 　〒528-8502　水口町水口 6053 番地
甲賀市役所　秘書広報課　広報広聴係
☎６９-２１０１　Ｆax６３-４６１９　  koka10040200@city.koka.lg.jp

こうかの
魅力発見！ 子どもクロスワード

1 2

E

3

4

B
5 6

A
7

C

8

9

D

12

　Ａ～Ｅに当てはまる文字を順番につなげた言葉
が答えです。
　答えが分かったら、郵便はがき・ＦＡＸ・Ｅメー
ルで①答え②住所③氏名④学年⑤広報こうかの
感想を書いて秘書広報課まで送ってください。締
切は3月１８日（月）です。正解者の中から抽選
で５人にプレゼントをお送りします。お楽しみに。 

ヨコのカギ
2　�かふか21子ども○○○会議による「甲賀市子ども議会」

（ヒント：Ｐ4）
４　�信楽町の江州一心講の皆さんが採集している奈良・東大

寺二月堂のお水取りで使われる松明の材料（ヒント：Ｐ１７）
５　赤と白　別の言い方で○○○ク
７　�夜に出発して朝に到着　○○○バス　○○○列車
９　�甲賀市がＮＨＫ連続テレビ小説「○○○レット」の舞台

になります（ヒント：Ｐ２）
タテのカギ
１　東京パラリンピックの正式種目でもある○○○○
　 （ヒント：Ｐ１６，２１）　
３　雷をともなう雨
５　あい○○○　いつもの暮らしに「しあわせ」を感じる 
　  まち（ヒント：表紙、Ｐ２０）
６　市内桜の名所のひとつ 信楽町○○のしだれ桜（ヒント：Ｐ7）
８　秋に咲く花　○○モス

2月１日号の
答えは

「ニンジャノヒ」
でした。

甲賀市役所　〒５２８-８５０２ 甲賀市水口町水口６０５３番地� 
☎０７４８-６５-０６５０　Ｆax０７４８-６３-４086
業務時間／8時30分〜17時15分（窓口延長日を除く）

甲賀市ホームページ 
http://www.city.koka.lg.jp/

甲賀市 facebook ページ 
http://www.facebook.com/city.koka

市HP Facebook

「 広 報 こ う か 」が ホ ー ム ペ ー ジ で も ご 覧 い た だ け ま す

編集・発行

行政情報番組
「きらめきこうか」

市政情報や地域の催しなどを放映して
います。ぜひご覧ください。

【１日８回放送】
9時30分・１３時・１５時３０分・１７時	
１８時３０分・２０時３０分・２２時・２３時３０分
※きらめきこうか手話ダイジェストを毎日１９時
から放送しています。（１日・１６日更新）

学習情報番組
「とびだせ！わくわく学習室」
小学生を対象にした学習情報番組を、あいコム
こうか１１チャンネルで放送しています。
各学年・教科のポイントを、わかりやすく１０分
ずつまとめています。ぜひご覧ください。

【時間】１７時３０分～１８時（３０分）
　　　（再放送　１９時３０分～２０時）

放送日 ２月２５日～３月３日 ３月４日～３月１０日 ３月１１日～３月１７日

①10分 ４年生・算数 4- ① ２年生・算数 2- ① ５年生・算数 5- ①
角度 100より大きい数 体積

②10分 高学年・生活 ３年生・国語 3- ① ２年生・生活 2- ③
情報教育（携帯電話） 手紙を書こう 自分はっけん

③10分 ６年生・算数 6- ⑤ １年生・さんすう1- ① ６年生・算数 6- ①
拡大図と縮図 たしざんとひきざん 円の面積

３月２日～３月９日 ３月９日～３月１６日

特集 甲賀市がテレビドラマ
の舞台に

働くならやっぱり甲賀
「甲賀協同ガス㈱」

エンディング 柏木保育園
ほしぐみ 水口北保育園

※「特集」では広報こうかに掲載した記事を詳しく紹介します。
※番組は、毎週土・水曜日１８時３０分に更新しています。都合により
番組内容を変更する場合があります。
問 秘書広報課　広報広聴係　☎６９‐２１０１　Ｆax６３‐４６１９

問 学校教育課　学務係　☎６9-2243　Ｆax69-2293

あいコムこうか
光テレビ

※ご視聴にはあいコムこうか
光テレビ11チャンネルの有
料契約が必要となります。

番組ガイド

88

89

86

80

83

101

70

84

81

93

96

90

88

88

91

野 尻

磯 尾

深 川

杉 谷

池 田

牧

小 川

江 田

多 羅 尾

神 山

多 羅 尾

多 羅 尾

多 羅 尾

長 野

多 羅 尾

柗　井　清　藏
林　　　市　子
田　中　裕　子
西　田　郁　惠
橋　本　　　づ

杉　本　し　げ
村　木　定　数
奥　田　好　子
岩　永　千代子
濵　路　すゞへ
幸　田　キ　フ
中　井　光太郎
山　本　房　子
奥　田　光　和
宮　田　弘　徳

お悔やみ（1月1日～ 31日届出分） 
届け出順（敬称略） ※希望者のみ掲載しています。

水
口
町

山　中　て　つ
林　　　和　子
笹　尾　敏　子
藤　井　政　枝
木　村　清衣衞
藪　下　せつ子
中　嶋　　　茂
味　岡　利　夫
村　田　清　子
栁　　　ミ　ヨ
冨　永　靜　代
村　山　一　男
廣　野　　　悟
平　林　み　ね
山　本　　　清
林　　　勝　彦
鵜　飼　一　彦

大　野　　　藤
山　北　つぎの

馬　場　悠和子
田　村　昭　三
山　下　トシエ
佐　川　守　和
木　下　京　子

島　岡　多　郎
澤　　　洋　子
山　下　志づ子
橋　本　英　信
松　山　よ　
望　月　正　和
山　下　重　敏
山　本　美知子
藤　田　き　江

松　井　定　雄
森　山　セツ子
小　田　千鶴子
杉　山　志津子

96

81

92

88

84

87

79

72

89

104

88

76

67

92

83

71

89

92

93

90

90

88

67

61

80

86

98

69

82

57

90

74

98

88

83

78

95

八 田

泉

貴 生 川

和 野

貴 生 川

三 大 寺

古城が丘

嶬 峨

下 山

貴 生 川

杣 中

名 坂

山 上

春 日

北 泉

牛 飼

三 大 寺

大 河 原

北 土 山

黒 川

北 土 山

大 河 原

市 場

北 土 山

櫟 野

上 野

油 日

大原市場

小 佐 治

鳥 居 野

油 日

上 野

小 佐 治

野 尻

希望ケ丘

野 尻

深 川
土
山
町

土
山
町

甲
南
町

甲
賀
町

名前 名前 名前年齢 年齢 年齢住所 住所 住所

広報こうか�
平成３1年（２０１9年）3月１日　Ｎｏ．３29　２０１9．3．１発行

窓口だより

信
楽
町

甲
南
町
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甲 賀 市 の 人 口 の 推 移
� Ｈ３1．1．３1現在
● 総数 �  90,942 （−35）人
● 男 �  45,395 （−  7）人
● 女 �  45,547 （−28）人
● 世帯数 �  35,447（+5）世帯

※（　）内は前月比

働
は た ら

くならやっぱり甲
こ う

賀
か

このコーナーでは、働き方改革に率先して取り組む市内企業・
事業所・団体のイクボスを紹介します。

甲賀協同ガス株式会社
代表取締役社長
太
おお

田
た

 康
やす

彦
ひこ

 さん

マイナちゃんからのお知らせ
マイナンバーカードで各種証明書
がコンビニで取得できます。（取得
できる証明書はご確認ください。）

● 問い合わせ ●  市民課　☎６９‐２１３８　Ｆax６５‐６３３８

3月の延長窓口は 5日、12日、19日、26日です。
　毎週火曜日は市役所市民課で、戸籍・住民票・税証明などの
証明書発行、印鑑登録等を19時まで行っています。
※�ただし、延長窓口ではお受けできない業務がありますので、対応
できる内容については右記までお問い合わせください。

イ
ク
ボ
ス
と
は

職
場
で
共
に
働
く
部
下
の
仕
事
と
生
活
の
調
和

（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
を
応
援
し
な
が
ら
、

組
織
の
業
績
も
結
果
を
出
し
つ
つ
、
自
ら
も
仕
事
と
私

生
活
を
充
実
さ
せ
て
い
る
上
司
の
こ
と
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
●

　
商
工
労
政
課　
女
性
活
躍
推
進
室

　
☎
６
９‐２
１
８
9　

Ｆax
６
３‐４
０
８
７

今月のイクボス

▲甲賀協同ガス株式会社の皆さんと
　マスコットキャラクターのらいふくん

自
然
保
護
の
た
め
、
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
お
よ
び
石
油
系
成
分
の

少
な
い
植
物
油
性
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報

こ
う

か
¦3

月１
日

号［
Ｎ

o．３
29］ 

２０１
9．3．１

発
行

2
月
15
日
号
は
３
p
   に

い
た

で
ご

ざ
る

！
 

　
信
楽
町
長
野
地
区
に
、「
ろ
く
ろ
坂
」「
ひ
い
ろ
坂
」

「
窯
場
坂
」
等
に
沿
っ
て
信
楽
焼
の
窯
元
が
点
在
す

る
エ
リ
ア
が
あ
り
ま
す
。

　
登
り
窯
や
無
造
作
に
積
ま
れ
た
古
い
火
鉢
、
陶

製
の
道
標
、
入
り
組
ん
だ
小
道
な
ど
焼
き
物
の
ま
ち

な
ら
で
は
の
風
景
が
、
散
策
す
る
観
光
客
に
非
日
常

の
体
験
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

窯か
ま
も
と
さ
ん
さ
く

元
散
策
路ろ

第1 4回信楽窯元散策路

ぶらり窯元めぐり
21の窯元がそれぞれの企画で
おもてなしします。
◦日時◦4月5日(金)～7日(日)
	 9時～17時
◦場所◦信楽町窯元散策路各所

●問い合わせ●　信楽窯元散策路のＷＡホームページ
（http://shigaraki-wa.jp/）のお問い合わせフォームまで

旬の

みどころ

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

を
実
現
し
、
社
員
の
能
力
や
健
康

度
、
満
足
度
を
高
め
、
社
員
が
い

き
い
き
と
仕
事
を
す
る
こ
と
が
お

客
様
と
地
域
へ
の
貢
献
に
つ
な
が

る
と
考
え
、
イ
ク
ボ
ス
宣
言
し
ま

し
た
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て

は
、
社
員
の
意
識
改
革
を
促
す
た

め
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
招
い
て
社
内

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、
各
課
よ
り
メ
ン

バ
ー
を
選
抜
し
て
働
き
方
改
革
推
進

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
19
時
以
降
は
留
守
番
電
話

を
設
定
し
て
宿
直
担
当
者
の
負
担
の

軽
減
を
図
っ
た
こ
と
に
加
え
、
宿
直
室

の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
新
た
な
事
務
機
器
の

導
入
な
ど
に
よ
り
、
社
員
が
効
率
的

か
つ
快
適
に
働
け
る
環
境
を
整
備
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
外
部
機
関
を
利
用
し
た

継
続
的
な
教
育
体
制
を
構
築
し
、
社

員
が
能
力
を
高
め
な
が
ら
自
ら
考
え

主
体
的
に
行
動
で
き
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
高
い
定
着
率
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
来
年
度
か
ら
年
間
休
日
を
１
２
０
日

に
増
や
す
こ
と
を
は
じ
め
、
今
後
も
さ

ら
に
、
業
務
効
率
お
よ
び
仕
事
の
質
の

向
上
と
ワ
ー
ク
･
ラ
イ
フ
･
バ
ラ
ン

ス
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

社
員
か
ら
一
言

　
育
児
休
業
な
ど
の
取
得
や
復
帰
の

際
の
配
慮
な
ど
、
男
女
が
共
に
働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
を
し
て
く
れ
る

イ
ク
ボ
ス
で
す
。

日に

本ほ

ん

遺い

産さ

ん

を
巡め

ぐ

る

～
き
っ
と
恋
す
る
六ろ

っ

古こ

窯よ

う

～
編

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
「
六
古
窯
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
成
す
る	

文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。


